













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































AHD×tm tm tx DIV GVA R2
（1）
（2）
0．207
0．236
0．096
（0．33）
（1．75）
一〇．010e
（1．78）
－0．005e
（1．75）
一〇．002巳
（2．06）
一〇．012　　　　－0．331b　　　O．181　ft
（0．15）
0．039
（0．56）
（2，13）　　　　（2．46）
－0、349a　　　O．180　a
（2．48）　　　（2．64）
0．40
0．48
AHD＝輸出を控除したj・一フィソダール集中度HDを次のような回帰式によって推定した値
　HD＝f（MES．　DMS，　tm，　AMS／DMS，　DIV）
　MES＝最小効率規模
　DMS＝市場規模
　AMS＝国内販売額＋輸出
tm＝輸入額／国内出荷額
AHD×tm；推定集中度と輸入比率とのイソターラクション項
tx＝輸出額／国内出荷額
DIV＝多様化率
GVA＝付加価値成長率（1970－73）
（　）内はt値．a，　b，　c，はそれぞれ99％，95％，90％水準で有意を示す．
　tability　in　a　Small　Open　Economy，“Jour．
　nal　of∫ndustrial　Economics　24，　December
　1980．
17）　この点は次の研究が一つの示唆を与えてい
　る。Adams，　W．　J．，‘‘Producer．Concentra．
　tion　as　a　Proxy　for　Seller・Concentration：
　Some　Evidence　from　the　World　Automo’
　tive　Industry，，，∫ournal　of　lndustrial　Eco・
　nomics　24，　Decenber　1980．
6　分析上の問題点
　以上で展望された実証分析は，海外からの
競争が国内の資源配分に与える諸影響を明示
している点において，無視できない貢献をし
てきた。しかし以上のような実証分析の方法
に関しては以下にあげるような本質的な問題
点が存在し，今後の研究はこれらの問題に解
決を与えるような方向をめざさなけれぽなら
ないであろう。
　（1）海外からの競争者を“least　disad・
vantaged　potential　entrant”ととらえるこ
とは…つの仮説としてplausibleであると
しても，それがこれまでの分析のように，輸
入と国内出荷額の比としてとりあげられてい
100
るのは果して論理的か否か。この輸入比率は
既に参入をしてきた企業のマーケット・シェ
アであって，上の仮説で考えられているよう
なポテンシアルな競争を示すものではない。
むしろ輸入比率は，独立の説明変数として登
場すべきものではなく，市場における利潤率
や市場の成長率などとの関連において内生的
に決定されるべきものであろう。特に国内の
利潤率の高さが，海外からの参入を惹起する
のであれぽ，輸入変数は利潤率とともに同時
決定されるべきものである。すなわち，れわ
れは，Caves　et．　alに示されているような
同時決定の連立モデルを用いることが必要と
されるのである18）。
　（2）輸入は必ずしも国内生産と競争的な関
係にあるとは限らず，海外参入企業と国内既
存企業との協調的な関係によって，利潤率水
準は少なくとも不変に保たれることが考えら
れる。それは伝統的な1imit　pricingのモデ
ルにおける参入阻止と同時に，条件次第では
既存企業による積極的な参入受け入れ政策
（entry　permitting　policy）が考えうるから
である19）。そして製品差別化の進展している
産業では，この点がintra・trade　speciali・
zationという点で重要となってくるのであ
国際貿易と産業組織：展望（南部）
る20）。
　（3）Adamsの自動車産業に関する分析に
よると自動車市場の国内集中度は，国際的な
競争を考慮した世界市場で計算してみると，
それを考慮しない集中度とほとんど両者の聞
に相関が見られない21）。これはまたベルギー
という小国のケースではあるがJacquemin
の分析でも示されているところであって，海
外からの競争を考慮した分析の枠組では，国
内における市場集中度は単独ではその意味あ
いがますます不分明になりつつある。
　（4）Jones　et．　alの分析が示しているよう
に，国によって輸入が利潤率に与える効果は
逆になったり，あるいは通常アプリオリに予
想されている符号と逆の結果が得られたりす
る。これは輸入比率が内生変数かあるいは外
生変数かという問題以外に，輸入が国内生産
物と真に代替的関係にあるか否かの検討を必
要とすることを示している。
　（5）ここでとりあげられたようなタイプの
分析では，外国籍企業の活動がモデルとして
内生的にとり入れられていない。しかし製品
差別化やR＆Dの問題の重要性を考慮すれ
ぽ，この点を今後考慮した分析のモデルが必
要とされることは明らかである。これは一般
に産業組織の研究で内部組織の問題が等閑視
されてきたこととも相通じるものであり，こ
れらの要因の明示的な導入は産業組織の実証
分析にとって高い限界生産力をもつのではな
いかと，思われる。
　18）Caves，　R，　M．　Porter，　A．　M．　Spence　and
　　J．T．　Scott，　Competition　in　the　Open　Eco．
　　nomy，（Harvard　University　Press，1980．）．
　19）　Nambu，　T．，‘‘A　Note　on　the　Feasibility
　　of　Entry　Preventing　Theory：The　Com－
　　parison　of　Profitability　between　Entry
　　Preventing　and　Permitting．‘‘European　Jn－
　　stitute　for　Advaneed　Studies　in　Manage－
　　ment，　working　paper　No，80－8，　February，
　　1980．
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20）Grubel，　H．　G．　oρ．　citおよびGrubel．　H．
　G、and　P、　J。　Lloyd，　oρ．　cit．
21）Adams．　WJ．，　op．　cit．
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